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axxy  3 の点 ),( 3 attt  における接線の式は、 axy  23 より 
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原点Oにおける接線 l は、 axy  である。 

l が y 軸となす角を とすると
a

1
tan  で、 

OPが y 軸となす角は 2 であるから、 1a のとき 
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12 
 である。 1a のとき、 l は xy  、OPは 0y であるから、 1a でも成立。 
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12 
 と axxy  3 の原点以外の交点を求めると 
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  これより、Qの座標は
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 が最小のとき最小になる。 

相加平均・相乗平均の関係より 2
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以上により、 )(aS は 1a のとき最小値1をとる。……(答) 
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